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文化遺産オンライン（試行版）のホームペーシ

）
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
全
国
の
博
物
館
等
の

文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
の
目
指
す

も
の
は

試
行
版
の
公
開

図
に
示
し
た
も
の
は
、
文
化
庁
と
協
力
し
て

国
立
情
報
学
研
究
所
の
声
向
野
明
彦
教
授
が
中
心

と
な
っ
て
実
現
し
た
試
作
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
す
。
専
門
的
な
知
識
が
な
く
と
も
、
時

代
や
分
野
な
ど
か
ら
、
例
示
画
像
を
使
っ
て
対

象
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
使
い
や
す
さ
を

最
大
限
配
慮
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
六
年
四
月

に
は
こ
の
試
行
版
を
公
開
し
、
次
な
る
本
格
版

の
実
現
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。

高
精
細
の
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
出
現
を
は
じ

め
、
情
報
技
術
の
発
展
は
文
化
や
芸
術
の
鑑
賞

に
も
新
し
い
可
能
性
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
広
帯
域
）
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
急
激
に
普
及
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
大
国
と
な
っ
た
日
本
で
は
、
案
内
情
報
の
入

手
も
た
い
へ
ん
容
易
に
な
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
は
、
入
々
が
楽
し
み

活
用
で
き
る
情
報
の
中
身
そ
の
も
の
（
「
コ
ン
テ

ン
ツ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
）
の
充
実
や
多
様
化
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ま
し

た
。
特
に
、
文
化
関
連
の
情
報
は
日
本
国
民
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
外
国
へ
の
文
化
の
紹
介

や
交
流
に
直
接
的
に
役
立
つ
重
要
な
資
産
と
い

え
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
場

所
や
時
間
を
超
え
て
文
化
を
楽
し
む
こ
と
が
可

能
に
な
る
の
で
す
。

文
化
遺
産
情
報
化
推
進
戦
略
会
議

昨
年
度
は
、
文
化
と
情
報
化
の
観
点
か
ら
注

平
成
一
六
年
度
の
発
展

目
す
べ
き
施
策
が
始
ま
っ
た
年
で
す
。
文
化
庁

で
は
、
文
化
遣
産
情
報
化
推
進
戦
略
会
議
（
座

長
口
末
松
安
晴
国
立
情
報
学
研
究
所
長
）
を

平
成
一
五
年
四
月
に
発
足
さ
せ
、
文
化
遺
産
に

関
す
る
情
報
化
の
総
合
的
な
推
進
戦
略
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
総
務
省
で
も

六
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
資
産
活
用
戦
略
会
議
が
開

始
さ
れ
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
流
通
・
活
用
す
る
た

め
の
環
境
作
り
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
二
つ
の
省
庁
が
お
互
い
に
連
携
を
取
り

政
策
を
進
め
相
乗
効
果
を
ね
ら
う
と
い
う
進
め

方
も
特
徴
的
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
文

部
科
学
省
で
も
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す

る
研
究
開
発
と
ど
推
進
す
る
な
ど
、
文
化
と
情
報

化
に
か
か
わ
る
国
の
政
策
が
大
き
く
展
開
し
た

年
と
い
え
ま
す
。

文
化
遺
産
情
報
化
推
進
戟
略
会
議
の
主
要
な

論
点
は
、
「
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ

文
化
遺
産
を
網
羅
的
に
探
す
こ
と
、
画
像
や
類

似
の
事
物
か
ら
連
想
的
に
探
す
こ
と
、
提
供
さ

れ
た
文
化
遣
産
の
解
説
や
簡
易
画
像
を
見
る
こ

と
、
所
蔵
す
る
博
物
館
の
ペ
ー
ジ
に
直
接
飛
ん

で
い
っ
て
詳
し
い
情
報
や
展
示
な
ど
の
情
報
を

得
る
こ
と
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
発
展
形
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
上
で
仮
想
的
に
特
別
展
を
開
く
な
ど
の
機
能

も
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
文
化
芸
術
を
楽

し
も
う
と
す
る
人
す
べ
て
に
役
立
つ
だ
け
で
な

く
、
学
校
な
ど
で
の
学
習
な
ど
で
活
用
で
き
る

も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

文
化
庁
で
は
、
東
京
国
立
博
物
館
を
は
じ
め
、

国
立
、
公
立
、
私
立
等
の
三

0
程
度
の
博
物
館

等
の
協
力
を
褐
て
情
報
提
供
を
お
願
い
し
、
試

行
版
を
実
現
し
ま
し
た
。
平
成
一
八
年
度
に
は

全
国
一

0
0
0
館
程
度
の
参
加
の
実
現
を
目
指

し

て

い

ま

す

。

＇

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
短
期
間
に

作
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
庁
は
、
文

化
遺
産
情
報
化
推
進
戦
略
会
議
で
引
き
続
き
推

進
戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い
く
と
と
と
も
に
、

文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン

ム
」
の
実
現
と
提
供
で
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国

の
博
物
館
、
美
術
館
、
関
係
団
体
等
の
参
加
を

得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
遺
産
に
関
す
る
情
報

を
総
覧
で
き
る
よ
う
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
こ
と

で
す
。
扱
う
情
報
は
、
博
物
館
，
美
術
館
等
の

収
蔵
品
の
ほ
か
、
建
造
物
、
記
念
物
、
文
化
的

景
観
や
、
伝
統
芸
能
、
工
芸
技
術
、
民
俗
等
の

有
形
，
無
形
の
文
化
財
な
ど
多
様
な
対
象
を
含

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
情
報
シ

ス
テ
ム
の
重
要
性
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
情

報
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
扱
い
も
性
質
も
異
な

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
現
に
つ
い
て
は
な
か
な
か

進
展
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
専
実
で
す
。

一
方
、
博
物
館
等
で
は
自
館
の
所
蔵
品
を
ホ

ー
ム
ペ
ーI
ジ
で
公
開
す
る
こ
と
も
普
通
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
は
、
こ

の
よ
う
な
動
き
を
加
速
し
、
各
館
か
ら
の
情
報

を
集
積
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

が
イ
シ
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
可
能
な
文
化
遣

産
情
報
に
関
す
る
総
合
窓
口
と
な
る
よ
う
構
想

平
成
一
六
年
度
予
算
で
継
続
的
に
文
化
遺
産
オ

ン
ラ
イ
ン
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
経
費
を
措
置

し
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
文
化
遺
産
情
報
が
集

ま
り
や
す
い
仕
組
み
を
考
え
、
シ
ス
テ
ム
を
維

持
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
体
制
整
備
が
図
ら

れ
ま
す
。

文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
の
発
展
の
た
め
に
、

ま
ず
必
要
な
も
の
が
、
事
物
の
名
称
、
作
者
な

ど
の
目
録
情
報
の
標
準
で
す
。
す
で
に
そ
の
項

目
例
は
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
多
岐
に
わ

た
る
文
化
遺
産
に
適
用
す
る
際
の
問
題
点
を
解

消
し
、
全
国
の
博
物
館
等
で
入
カ
・
提
供
し
や

す
い
環
境
作
り
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
英
語
な
ど
の
外
国
語
に
よ
る
情
報
提
供

や
熊
形
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
惰
報
の
扱
い
等
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
利
用
形
態
に
応
じ
た
権
利
処
理
の

具
体
例
等
を
取
り
ま
と
め
た
実
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
の
検
討
や
、
博
物
館
等
で
考
え
ら
れ
る
有
料

コ
ン
テ
ン
ツ
の
閲
覧
や
利
用
課
金
シ
ス
テ
ム
等

の
事
例
研
究
な
ど
も
必
要
で
す
。
平
成
一
六
年

度
に
は
こ
れ
ら
も
含
め
た
文
化
遺
産
に
関
す
る

情
報
化
の
総
合
的
な
推
進
戦
略
が
作
ら
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

国立情報学研究所
教授

安逹 惇
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會
長
官
対
談
●

【
文
化
人
の
本
音
】
河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
対
談

藤
村
実
穂
子
声
楽
家

【
長
官
コ
ラ
ム
文
化
庁
の
抜
穴
]

令
特
集
會
ー
ー
~

国
立
文
楽
劇
湯
開
場
二

0
周
年

祠

言
l

国
立
文
楽
劇
場
開
場
―

-
0
周
年
を
迎
え
て

…
…
…
…
…
・
：
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
理
事
長

冨
文
〗

文
楽
の
魅
力
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
山
田
庄
一

〖
解
説
】

文

楽

劇

場

の

概

要

寄
寄
稿
]

「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」
の
第
二
回
ユ
ネ
ス
コ
「
人
類
の

口
承
及
び
無
形
遺
産
の
傑
作
に
関
す
る
宣
言
」
に

つ
い
て

聞

場

二

0
周
年
に
寄
せ
て

文

楽

公

演

の

舞

台

裏

令
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
令

平
成
一
五
年
炭
（
第
五
四
回
）
芸
術
選
焚

匠
曰
四
匿

一
六
年
度
最
初
の
特
狛
は
、
「
平
成
一
六
年
度
の

又
化
行
政
の
電
点
的
な
取
紺
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

文
化
庁
て
は
、
「
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
捕
進
」

や
「
関
西
元
気
文
化
園
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
日
本
の
社
会
を
文
化
で
元
気
に
し
よ
う
」
と
い
う

河
合
伴
雄
長
官
の
提
唱
に
基
づ
き
、
さ
ま
さ
ま
な

施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
不
況
の
世
の
中
て
、
「
何
が
又
化
だ
」
と
恩

わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
よ

會
連
載
命

〖
芸
術
文
化
の
活
動
風
景
】

生
涯
ス
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

【
い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＇
，
美
術
館
，
博
物
館
窓
業
レ
ポ
ー
ト

1

]

山
口
県
立
美
術
館
（
山
口
県
）

〖
そ
う
か
こ
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
！
．
著
作
権
教
育
実
践
事
例
]

体
験
や
I
T
活
用
を
と
お
し
て
、
著
作
権
惑
覚
を
高
め
る

[
文
化
交
流
使
の
活
動
報
告
]

弱
削
仙
艇
・
小
宮
泰
孝

[

L

広
建
地
区
を
見
守
る
人
々
ー
伝
建
歳
時
記
I

]

心
や
す
ら
ぐ
住
空
間
の
な
か
で
（
福
井
県
上
中
町
）

[

9

菩
跡
を
楽
し
む
]

“
考
古
梨
者
“
と
新
し
い
博
物
館

[
文
化
庁
の
地
域
文
化
振
興
施
策
]

本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業

[
国
語
研
究
の
最
先
端
]

怠
昧
世
界
を
見
渡
す

【
風
を
呼
ぼ
う
、
わ
が
町
に
よ
酋
文
化
財
と
の
歩
み
ー
】

沐
芳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

王
化
カ
ニ
ュ
ー
ス
『
o
m
関
西
関
西
元
気
・
文
化
国
の
瑕
組
】

音
楽
の
祭
日

百
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
】

じ
鋼
製
追
（
た
た
ら
吹
き
）
・
渡
部
勝
彦

【
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
]

工
芸
品
の
修
理

9

9

,

 

う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
文
化
の
も
つ
力
（
文
化
力
）

が
問
わ
れ
る
と
き
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん

な
不
況
の
と
き
で
も
、
ふ
と
入
っ
た
映
画
節
で
見

た
映
圃
や
、
餞
角
の
占
店
で
買
っ
た
「
間
の
本
に

感
動
し
、
「
ま
た
明
日
か
ら
頑
張
る
ぞ
」
と
思
い
を

新
た
に
し
た
経
験
と
い
う
の
は
、
訛
て
も
一
度
や

二
皮
は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
こ
そ

文
化
の
も
つ
力
（
文
化
力
）
た
と
思
い
ま
す
。
文

に
に
は
数
値
で
は
表
せ
な
い
そ
ん
な
力
が
あ
る
と

確

信

し

て

い

ま

す

～

＂

（

宇

）

ほ
か

ー
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